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月月信信    
国際ロータリー第 2560 地区 

ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 2560 

 2008-2009 年度   7 月号  Vol.1 
  

人生を高めよう 

私年度の地区目標として、｢ロータリーで人生を高めよう！愛する地区を元気に

するために、今日こそ学び、行動しよう！｣を掲げました。最初の｢ロータリーで人

生を高めよう！｣は、三条市庭月の生まれで日本的人物となった『大漢和辞典』の

編者・諸橋轍次博士が残された言葉に、「高い望み」があります。高い望みとは、

大臣になるとか、大実業家になるとかという意味ではありません。今の自分として

出来る、一番高いことを望み、思いを実現することであります。家庭生活も、会社

経営も、ロータリー活動も、地域の活動も、｢今日は昨日より、明日は今日より一

段高い所を望むようにしましょう｣が、「ロータリーで人生を高める」ことでありま

す。 

 次に、「愛する地区（新潟県）を元気にするために、今日こそ学び、行動

しょう！」は、湯沢小学校の校歌に、 

きたぐにのよきゆざわに／めぐりくる／けふといふあたらしき日よ／ 

けふよ／けふこそ学ばめ／かがやけるけふをとらへよ／ 

小中学校の校歌は、学校近くの山や川など風土を歌いこんだものが多い中で、南

魚・湯沢小学校の校歌は、子どもたちの若い生命力を湧き上がらせるような、素晴

らしい歌の文句だと思いました。作詞者は室生犀星と知り、さてこそと感じ入りま

した。24時間毎にめぐってくる新しい日を無駄にすることなく、今日こそ学べば、

輝ける日になるではないか。今日という日をしっかり生きようではないか、という

意味にとりました。その視点に立ち、「今日こそ学ぼう」を中心に、「ロータリーク

ラブが存在する地域社会に適合する活動を、日々新に学び、推進すること。この積

み重ねでロータリー活動が地域で理解され、信頼されることにつながる」ものと考

え、これを地区目標に据えました。 
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ガバナーメッセージ 

 
 

2008-09 年度ガバナー 
馬 塲 信 彦 
（三条南 RC) 

 

 ロータリーで人生を高めよう‼ 
愛する地区（新潟県）を元気にするため、今日こそ学び行動しよう。 

 

・新潟万代 RC創立 15周年式記念祝賀会を終えて 
・三条南 RC 創立 40周年式典を終えて 
・2010-11年度 ガバナーノミニー決定 
・2008-09年度 RID2560組織表 
・2008-09年度 ガバナー公式訪問日程 
・出席報告 
・新会員報告（2008年 6月 10日報告〆切分） 
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【高めよう】 

①地区行事・クラブ行事などの開会時に、ロータリーの目的と具体的な細目をあげて、倫理推進を

明確にしている「ロータリー綱領」を唱和し、会員同士が「握手タイム」を実行することで、ロ

ータリーの目的を理解し、自身を高めよう。 

 

②「クラブ・リーダーシップ・プラン」を採り入れて、会員を増強し・維持できるクラブを作ろう。 

 

③各クラブが存在する地域の歴史上の人物に光を当て、郷土史研究家などから卓話をしていただ

き、人生の指針にしよう。 

 
【愛する地区を元気にするために、今日こそ学び、行動しよう】 

① 本人として持っていなければならないアイデンティティ取り戻すために、「日本のこころの
教育」をテーマに、講師に境野勝悟先生をお迎えし、「PETS＝和のこころ 」「地区協議会＝

道のこころ」「地区大会＝日本のこころ」を学び、地区委員会・7分区 IM・57クラブでの事

業活動の展開で行動に生かそう。 

 

②地域を元気にするために、“子どもに注目しょう”“子どもたちの夢に耳を傾けよう”“子供た

ちの意見を真剣に聞いてみよう”、子どもたちに光を当て境野勝悟先生のお話をヒントに、1

クラブ 1事業を推進しよう。 

「RI会長テーマ」「強調事項」並びに「地区運営方針」「地区重点目標」「地区数値目標」「クラ
ブ数値目標」を、下記にまとめました。私たちロータリアンは、RIのテーマ「夢をかたちに」、
地区運営方針「ロータリーで人生を高めよう‼ 愛する地区を元気にするために今日こそ学び、
行動しよう」のもとに、共に汗をかき、知恵を出し、今日こそ学び、行動していきましょう。

 

【地区運営方針】 
●地区重点目標 
①新クラブの結成 
②会員増強 
③R財団の寄付増進、ポリオ撲滅 
④米山奨学の寄付増進 
⑤ホームページの充実 
⑥日本の心教育から、１クラブ１プラン 
【地区の数値目標】 
①新クラブ１以上 
②例会出席率地区平均 86.0％ 
③会員増強 110 名 
④バーミンガム国際大会 80 名 
【クラブの数値目標】 
①R財団：1 会員 100 ドル以上 
②米山奨学：1 会員 17,500 円以上 
③ポリオ拠出金：1 会員 2000 円 
④会員増強目標：1 クラブ純増 1 名以上 
⑤例会出席率向上目標：90 パーセント 

RI のテーマ 

Make Dreams Real    夢をかたちに    

 
 
 
 
【D.K.Lee会長強調事項】 
①保健と飢餓追放 
②水保全 
③識字率向上 
④夢をかたちに 
ⅰ.子どもの死亡率低下の奉仕プロジェクト 
ⅱ.子どもたちに希望とチャンスを与えよう 
⑤ポリオ撲滅 

  

 
人生を高めよう！ 
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Governor Profile 
 
■氏    名 馬塲信彦（ばば のぶひこ） 

■生 年 月 日 1941 年 1月 1日 

■職    業 ㈱野嶋書店・㈱野嶋出版・㈲ノジマ事務機  

各代表取締役会長 

(協)三条ショッピングセンター理事長・㈱三条新聞社監査役 

■学    歴 成城大学経済学部経営学科第 11回卒 

（昭和 38年 3月） 

■所属クラブ  R.I.第 2560地区第 4分区三条南ロータリークラブ（正会員数 63名） 

■会員出席率  三条南ロータリークラブ会員の 

39年間平均出席率/93.64％ 

■事  務 局   〒955-8666 三条市旭町 2-5-10  

☎0256-35-3477/Fax32-7095 

■馬塲ガバナー事務所 

〒955-0071 三条市本町 3-5-25 （三条ロイヤルホテル１階内） 

☎0256-32-7041 / Fax0256-32-7320 / E-mail:baba@rid2560niigata.jp 

 

■公   職   三条商工会議所副会頭、（社）三条法人会副会長、三南エネルギー懇談

会会長、(宗)三条八幡宮責任役員、三条まつり祭典委員長、(宗)福田山

善性寺責任役員、(学)成城学園同窓会新潟県支部長、新潟県立三条高等

学校同窓会副会長、新潟トーハン会会長、イオン㈱関東地区連合会理事、

イオン㈱ジャスコ三条店同友店会会長 

 
 

 

■ロータリー歴 

1968.06.03.    三条南ロータリークラブ創立会員 

1973.07.-1974.06. 第 06代幹事 

1987.07.-1988.06. 第 20代会長 

1990.07.-1994.06. 地区青少年交換委員（5年間） 

1994.07－12.    地区国際奉仕委員長 

兼 青少年交換委員長  

1996.07.-1997.06.  地区環境保全・地域発展委員長 

1987.07.      ポール･ハリス･フエロー 

2007.10.      ポール･ハリス･フエロー 

マルティプル･メジャードナー  

2006.05.           米山功労者 

2006.12.           米山功労者マルティプル（4回目） 

2006.07.-2007.6.   RI.D2560.ガバナー･ノミニー 

2007.07.-2008.6.   RI.D2560.ガバナー･エレクト 

●入会以来４０年間連続 100％出席 

■賞    歴 

1989.11.15.      （社)日本 PTA全国協議会より表彰 

1999.11.03.     三条市（産業部門）より表彰 

2007.06.06.     経済産業省（商工会議所部門）より表彰 
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直前ガバナーメッセージ 

 
 

いよいよ本日より待ちに待った新年度に入りました。私の尊敬する

ロータリーの友、馬塲ガバナーの出発の日を迎えました。充実した素

晴らしい年度になることを心から祈念しております。 

 

馬塲ガバナーは国際協議会から帰られ、インカミングガバナーとし

て、ＰＥＴＳ、地区協議会とスタッフの方々と共に、学びの場を立派

に運営され、十分に新年度の準備はできあがっていると思います。 

 

馬塲ガバナー年度のＲＩテーマは「Make Dreams Real（夢をかたち

に）」、地区運営方針は「ロータリーで人生を高めよう！」であります。

私はその両方とも前年度からの連続性を強く感じております。各クラ

ブにおいて、いい意味での引継ぎができているといいなと思っていま

す。そして、私共の第 2560 地区（新潟県）が更なる活性化の年にな

ることを心から期待するものであります。 

 

ガバナーの最大の職務は各クラブの公式訪問であります。新潟県は

第１分区から第７分区まで 57 クラブで構成されています。ＲＩのテ

ーマと地区運営方針を普及し、ロータリーの素晴らしさを強調、共感

するために、各分区のアシスタントガバナーの先導で各クラブを訪問

する訳ですが、「十人十色」ならぬ、10 クラブとも各クラブ個性が違

います。それは新鮮な発見であり、感動であります。そしてもちろん

各クラブとも大歓迎をしてくれる訳ですが、その中でのコミュニケー

ション（しばしばノミニケーション）とふれあいこそがガバナーとし

ての役割の醍醐味であり、最大の奉仕だと思います。 

 

ガバナー年度を健康には十分留意され、大いに楽しんで下さい。 

 

 ～ 馬塲ガバナーへのエール ～ 

 
2007-08 年度ガバナー 
渡 辺 敏 彦 
（新潟南 RC) 
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NPO 法人国際ロータリー日本青少年交換委員会より  地区青少年交換委員長 青木 省一（長岡西 RC） 
 

 

◆派遣先（予定） 

  アメリカ. ドイツ. ブラジル. タイ 他（派遣先は変更する事もある） 
◆資格 

  １）応募出発時共に高校在学中の１８才以下の者 
  ２）学業成績が中位以上の者 

  ３）心身共に健康で、一年の外国生活に適応でき得る者 

  ４）来日一年交換学生の受入れ家庭となること（受入にあたり、男女の希望は認められない） 
  ５）高校所在地又は居住地にあるロータリークラブの推薦を得ること 

 
◆受付期間と申し込み方法等 

留学の希望について両親、通学高校の校長の了解を得た上で、下記の青少年交換委員会事務局に申込書

を請求し、記入済みの申込書を 10月末日必着で返送。 
 

◆交換学生派遣時期（予定）                ◆募集人数 

2009年 8月下旬出発、受入                  5名 
 

◆申込み、問い合わせ先（2008年 7月から事務局変更） 

青少年交換委員会事務局 

〒950-0912 新潟市中央区南笹口 2丁目 7-20 

 ㈱アークベル 人事総務部秘書課内  （Tel：025-247-6177 / Fax：025-247-1234） 

 

 ～第 2560地区 2009-2010年度 一年交換学生募集要項～ 
 

ロータリー文庫委員会より ～文庫通信～ 

「ロータリー文庫」は日本ロータリー50 周年記念事業の一つとして 1970 年に創立された皆様の資料室

です。 

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料（貸出可）など、1 万 9 千余点を収集・整備し、皆様のご利

用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資

料についてはコピーサービスも承ります。 

文献資料の電子化を進めており、資料ＰＤＦ閲覧の項目を追加しました。文庫通信もＰＤＦで閲覧でき

ます。ＰＤＦにアクセスしていただきますと、文献資料をパソコン画面に取り出すことができます。 

クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料の

ご紹介を致します。 

ロータリー文庫ホームページ http://www.rotary-bunko.gr.jp へのリンクはご自由にお張りいただいて結

構です。 

＜問い合わせ＞ 
●所在地：〒105 東京都港区芝公園 2 丁目 6番 15 号         黒龍芝公園ビル 3F 

●TEL：O3（3433）6456、 FAX：O3（3459）750 
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ローターアクト委員会より             地区ローターアクト委員長 成田秀雄（三条 RC） 
 

 

 

５月２４日、２５日の２日間にわたって、 

ローターアクト地区協議会が「来風」を大会 

テーマに掲げ、新潟厚生年金スポーツセンター 

で開催されました。「来風」には 

「来季を迎える風…輝く風へ」 

という佐藤真介ローターアクト地区代表ノミニー 

の熱い思いが込められています。 

 

 

 

 

協議会当日は、ロータリアン１６名、ア

クター４０名、合わせて５６名のご出席を

いただきました。初日は開会式の後、「団結

力」および「自己啓発」を高めるため、体

験型の研修が行われました。２日目は「企

画力」をテーマに、アクトの認知から会員

増強までのプレゼンテーションを各自作成

し、発表しました。 

 

閉会式では佐藤真介代表ノミニーが、「来

季は団結力・自己啓発力・企画力を通じ、

可能性という風を創ろう、私も代表を務め

るにあたり、みんなの風を共有し、自らも

風を起こし、地区を活性化させていきた

い。」と力強く挨拶、水野雅夫次年度ロータ

ーアクト委員長が総評し協議会を終了しま

した。 

 

 

 RAC地区協議会報告｢来風｣ 
 



2008-09年度ガバナー月信 7月号 VOL.1 

7 
 

 
 
 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第９９回国際ロータリー年次大会報告 

オン・ツー・ロサンゼルス委員会より   地区オン・ツ－・ロサンゼルス委員長 廣川正通（新潟万代 RC） 
 

 

  

去去るる 66 月月１１５５日日～～１１８８日日にに米米国国カカリリフフォォルルニニアア州州ロロササンンゼゼルルススににてて開開催催さされれたた国国際際大大会会にに
渡渡辺辺ガガババナナーー以以下下 1100 名名でで参参加加ししててままいいりりままししたた。。  

  
国国際際大大会会はは、、ロロササンンゼゼルルスス・・ココンンベベンンシショョンン・・セセンンタターーWWeesstt   HHaallll   ににてて開開催催さされれ開開会会本本会会
議議にに出出席席ししままししたた。。  

  
開開会会本本会会議議ははロロササンンゼゼルルスス国国際際大大会会委委員員長長  レレイイ・・ククリリンンギギンンススミミスス  氏氏のの開開会会宣宣言言でで始始

ままりり国国際際ロローータタリリーーママイイケケルル  ＫＫ   ．．ママククガガババンン  氏氏のの歓歓迎迎のの挨挨拶拶にに続続きき約約２２００００ヶヶ国国のの国国旗旗
入入場場（（関関係係国国旗旗入入場場でで歓歓喜喜・・拍拍手手がが凄凄いい））ロロササンンゼゼルルススホホスストト委委員員長長  ゲゲリリーー・・タターーナナーーのの

歓歓迎迎のの挨挨拶拶・・ＲＲＩＩ会会長長ととごご家家族族のの紹紹介介ががあありりそそのの後後ＲＲＩＩ会会長長ウウィィルルフフリリッッドド  ＪＪ   ．．ウウィィルルキキ
ンンソソンンにによよるる基基調調講講演演ががあありり講講演演中中、、ＲＲＩＩ会会長長のの言言葉葉にに続続きき参参加加者者全全員員でで『『ＹＹｅｅｓｓ・・ＹＹｅｅｓｓ・・

ＹＹｅｅｓｓ』』をを唱唱ええ、、そそのの後後キキンンググ・・アアンンドド・・トトリリオオ等等のの余余興興でで華華ややかかにに幕幕開開けけししままししたた。。  
    
ままたたロロササンンゼゼルルスス大大会会記記念念ププロロジジェェククトトででのの 225500,,000000 冊冊のの児児童童図図書書をを匿匿名名のの寄寄贈贈者者かからら集集めめ
たた図図書書がが会会場場入入りり口口にに高高くく積積みみ上上げげらられれ、、ももちちろろんん２２５５６６００地地区区かかららのの参参加加者者もも遥遥々々新新潟潟よよ

りり持持参参しし寄寄贈贈ししててききままししたた。。ままたた途途中中ＲＲＩＩ会会長長代代理理南南園園氏氏とと出出会会っったたりり、、エエンンタターーテテイイメメンン

トトののメメッッカカででロローータタリリアアンンのの仲仲間間ととととももににすすばばららししいい一一時時をを過過ごごししててききままししたた。。  
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６月９日(月)午後６時３０分より１５周年記念祝賀会が例会場であるホテルオークラ新潟
で例会時間に行われました。 現在チャーターメンバーは１５名であり、今年度新しく６名が

入会し総勢４１名になっており、“共生”を合い言葉に１５周年はクラブ内の会員の和を高め、

親睦・奉仕へと繋げる事を第一の目的として行われました。 
 出席者は渡辺ガバナー、第２分区石本ＡＧを始め市内クラブの会長・幹事、親クラブの新潟

西ＲＣ・親の親クラブである新潟南ＲＣの会員と友好クラブのハワイホノルルサンライズＲ

Ｃ、沼田中央ＲＣの方々、我がクラブがサポートしている「新潟骨髄バンクを育てる会」「新

潟いのちの電話」の代表者と当クラブの会員と家族で総勢１１６名で行われました。 
 開会にあたり栂坂会長の挨拶があり、我がクラブの足取り、活動方針である“ロータリーを

楽しく、例会を大切に”を合い言葉に色々な活動の報告がありました。今回も１０周年記念事

業に引き続き、柳都大橋近くのケヤキの廻りの植栽の整備も行いました。 
 国際奉仕ではハワイホノルルサンライズＲＣと安全な飲料水の供給を行っており、現在フィ

リピンで同様の奉仕が計画中であることを述べました。 
 アトラクションとして当クラブのメンバー２６名で２部合唱を行い、ロータリーソング「我

等の生業」およびアメリカ民謡である「峠の我家」は英語で、アンコールにこたえ「花」の合

唱を行い、出席者の皆様とより深い親睦を深めることができ、大好評のうちに閉会となりまし

た。 

 １５周年祝賀会の当日、沼田中央ＲＣの方々とは親睦ゴルフコンペを行い、祝賀会後に慰労

会を兼ねゴルフの表彰式も行い、時間も忘れる程楽しく、夜遅くまで盛り上がりました。

    

創立１５周記念祝賀会を終えて 
 

     創立１５周年記念祝賀会実行委員長 伊藤慶夫（新潟万代 RC） 
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当クラブは、昭和 43 年 6 月、三条 RC をスポンサーとして発足した。以来 40 年、地道に、着
実に歩んで来た。このことを記念して去る 6月 14日、創立 40周年記念式典を挙行した。40年と
もなると会員間の年齢のギャップ、運営のマンネリ化などいろいろ問題も起き易くなるが、幸い当

クラブは歴代先輩たちのご努力により問題なくいっている方だと思われる。しかし、この 40周年
という機会を利用して気合いを入れ直し、更により良きクラブとする為にロータリーの原点である

「自分をみがき、人のためになる」という精神を再確認し、次回の 50周年に向かって再スタート
しようとキーワードも「奉仕、新たな出発」として鋭意準備して来た。 
 当日は幸い好天に恵まれ、三条市長や PGをはじめとする来賓を含めて総勢 320名の参加の下、
挙行された。坂本会長の歓迎の挨拶のあと、中條直前ガバナー、国定三条市長、渡辺三条商工会議

所会頭から御祝辞をいただき式典は粛々と進行した。記念事業として三条市に市民の多目的用途に

応じられる様期待を込めてマイクロバス一台を寄贈した。アトラクションは津軽三味線の第一人者

である 2代目の高橋竹山を迎え、その名演奏に全員酔いしれた。快い余韻を持って祝宴に移り会は
大いに盛り上がった。 
 どのクラブもそうであろうが、周年事業や大きなイベントがあると全員一致で大きな力を発揮す

る。今回の当クラブでも会員全員が一致協力、行動した。そしてクラブの結束はますます強くなっ

たように思える。嬉しい結果である。関係して下さった皆様に、心より謝意を表したい。 
（2008年 6月 30日 記） 

創立 40周式典を終えて 
 

     創立 40 周年実行委員長 坪井正康（三条南 RC） 
 

 
坂本洋司会長挨拶   

 

 
高橋竹山 演奏  
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＜表彰歴＞ 
昭和 56年 10月  国際青年会議所会頭表彰（会員の拡大に貢献） 
平成 5年 11月  高田税務署長表彰（納税意識高揚による功労） 
平成 10年 5月  社団法人新潟県法人連合会長表彰（法人活動と拡充に貢献） 
平成 12年 5月  信越郵政局長表彰（郵便事業為替貯金の普及発展に貢献） 
平成 13年 11月  陸上自衛隊第五施設郡長兼高田駐屯地司令表彰（防衛基盤の育成） 
平成 18年 5月   財団法人全国法人総連合会長表彰（法人会活動の推進発展による功績） 
平成 18年 10月  国際ロータリー第 2560地区ガバナー賞（会員増強に多大なる貢献） 
平成 19年 9月  日本商工会議所会頭表彰（商工会議所の振興に努めた功績） 
平成 19年 10月  上越市長表彰（産業振興の努めによる功績） 
 

2010-2011年度 ガバナーノミニー決定 

＜ロータリー歴＞ 
1984年 8月     高田ＲＣ入会 
1990年～1991年  高田ＲＣ幹事 
1993年～1994年  地区副幹事 
2005年～2006年  高田ＲＣ会長 
1989年       ポールハリス・フェロー 
2000年       Ｒ財団ベネファクター 
2005年       マルチプル・フェロー（1回目） 
2008年       マルチプル・フェロー（2回目） 
1993年       米山功労者 
2007年       米山功労者 マルチプル（5回目） 

＜現職＞ 
・平安セレモニー株式会社相談役 
・協同組合新潟県異業種交流センター理事長 
・頸城自動車株式会社監査役 
・学校法人関根学園監査役 
 

＜団体職＞ 
・上越商工会議所常議員（観光サービス部会長） 
・社団法人上越観光コンベンション協会副会長 
・社団法人高田法人会常任理事 
・上越信用金庫総代 
・新潟県中小企業団体中央会理事 
・長岡商工中金会理事 
・県立高田北城高等学校後援会相談役 
・県立高田商業高等学校同窓会常任理事 
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※クラブ名につづく①～⑦は分区を表しております。 　　　2008年7月 1日現在

- 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 新潟南② 17 18 19 20

21 海の日 22 新潟② 23 24 五泉・阿賀野川③ 25 新潟東② 26 27

28 新潟北② 29 村松③ 30 31 - - -

- - - - 1 2 3

4 5 分水④ 6 新津③ 7 糸魚川⑦ 8 糸魚川中央⑦ 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 村上岩船① 20 21 新発田城南① 22 23 24

25 26 27 新井⑦ 28 29 30 31

1 2 3 4 5 高田⑦ 6 7

8 新潟万代② 9 柏崎中央⑤ 10 11 加茂④ 12 中条胎内① 13 14

15 敬老の日 16 新潟中央② 17 十日町北⑥ 18 十日町⑥ 19 吉田④ 20 21

22 23 秋分の日 24 三条④ 25 小千谷 26 27 28

29 津南⑥ 30 - - - - -

1 長岡東⑤ 2 越後春日山⑦ 3 4 5
記念ゴルフ大会

（大新潟ＣＣ）

6 7 長岡⑤ 8 頸北⑦ 9 燕④ 10 11 12

13 体育の日 14 15 16 村上① 17 18 19

20 新発田① 21 新発田中央① 22 中条① 23 妙高高原⑦ 24 25 26
十日町北ＲＣ

４０周年記念式典

27 柏崎東⑤ 28 佐渡・佐渡南② 29 30 31 - -

- - - - - 1 2

3 文化の日 4 越後魚沼⑥ 5 巻④ 6 長岡西⑤ 7 8 9

10 11 栃尾⑤ 12 柏崎⑤ 13 新潟西② 14 15 16
地区大会
（地場産センター）

17 高田東⑦ 18 田上あじさい④ 19 20 21 22 23 勤労感謝の日

24 振替休日 25 直江津⑦ 26 雪国魚沼⑥ 27 28 29 30

1 2 3 4 見附④ 5 6 7

8 9 新津中央③ 10 豊栄・水原① 11 三条東④ 12 13 14

15 16 三条北④ 17 18 白根③ 19 20 21

22 三条南④ 23 天皇誕生日 24 25 26 27 28

29 30 31 - - - -

1 2

月

日

7

月

8
月

9
月

1 0

月

1 1

月

月 火 水 木 金 土

 

第 2560 地区 ガバナー公式訪問日程表 
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北
）

◎
鈴
木
　
重
壱

（
長
　
岡
）

◎
立
川
　
龍
雄

（
新
潟
東
）

◎
岩
崎
　
由
三

（
長
岡
東
）

◎
神
成
  
粛
一

（
新
潟
西
）

高
橋
　
英
樹

（
新
潟
東
）

○
落
合
　
益
夫

（
三
条
北
）

○
大
宮
　
右
而

（
長
　
岡
）

○
栗
原
　
啓
司

（
新
潟
東
）

○
星
野
  
栄
一

（
高
田
東
）

○
後
藤
  
隆
生

（
新
潟
南
）

海
津
　
正
男

（
白
  
  
根
）

山
田
　
富
義

（
三
 　
条
）

中
野
  
 　
正

（
白
　
根
）

駒
形
 　
　
実

（
三
条
北
）

担
当
副
幹
事

佐
藤
　
嘉
男

大
野
  
 　
源

（
栃
　
尾
）

○
栗
原
　
啓
司

（
新
潟
東
）

○
林
　
 　
健
晴

（
高
田
東
）

○
野
崎
　
正
明

（
三
条
南
）

◎
箕
輪
　
光
泰

（
新
潟
中
央
）

◎
長
谷
川
日
吉

（
吉
　
田
）

青
木
　
義
朗

担
当
副
幹
事

佐
藤
　
嘉
男

丸
山
　
征
夫

（
三
条
南
）

鈴
木
　
滋
弥

（
新
　
 潟
）

後
藤
　
隆
生

（
新
潟
南
）

藤
井
　
三
明

（
分
　
水
）

○
木
宮
 　
　
隆

(三
条
北
)

青
木
　
義
朗

島
 　
　
賢
資

（
新
潟
東
）

坂
本
　
広
一

（
柏
　
崎
）

○
兵
藤
　
邦
広

氏
田
　
公
基

（
分
　
水
）

金
澤
 理
久
夫
(加
  
  
茂
)

○
青
木
　
省
一

（
長
岡
西
）

馬
場
　
伸
行

（
新
潟
西
）

土
田
　
茂
博

（
柏
　
崎
）

長
谷
川
恵
慈
(三
条
東
)

○
韮
澤
喜
一
郎
（
三
条
南
）

真
保
 　
　
俊

（
頸
  
  
北
）

○
水
野
　
雅
夫

（
長
岡
東
）

○
田
代
徳
太
郎
(三
条
南
）

中
村
　
紘
一

（
柏
崎
中
央
）

米
山
　
忠
俊

（
三
条
北
）

野
沢
　
慎
吾

(新
潟
東
)

荒
澤
　
威
彦

（
三
条
南
）

本
間
健
一
郎
（
新
潟
東
）

本
山
　
秀
樹

（
高
　
 田
）

星
野
　
義
男

（
三
条
北
）

担
当
副
幹
事
鈴
木
　
　
武

木
宮
 　
　
隆

（
三
条
北
）

加
藤
　
祐
介

（
新
潟
南
）

小
山
　
直
樹

（
白
　
 根
）

髙
橋
　
茂
男

（
柏
崎
中
央
）

○
星
野
　
健
司

青
木
　
義
朗

○
西
巻
　
克
郎

(三
条
南
）

鈴
木
　
重
壱

（
長
 　
岡
）

小
島
　
幸
代

（
新
 　
井
）

安
藤
　
幸
夫

（
新
潟
東
）

天
田
  
 　
匡

(三
条
南
）

立
川
　
龍
雄

（
新
潟
東
）

担
当
副
幹
事

安
達
  
　
　
裕

○
星
野
　
栄
一

（
新
潟
万
代
）

○
高
橋
  
秀
樹

（
新
　
潟
）

新
保
　
清
久

（
新
潟
万
代
）

中
村
　
和
彦

(三
 　
条
）

岩
崎
　
由
三

（
長
岡
東
）

五
十
嵐
 梨
絵

味
方
　
信
彰

（
新
潟
東
）

橋
本
　
正
雄

（
柏
　
崎
）

◎
渡
邊
  
喜
彦

（
三
　
条
）

吉
井
　
正
孝

(三
条
南
）

後
藤
　
隆
生

（
新
潟
南
）

若
桑
 　
　
茂

（
新
発
田
）

○
田
村
  
  
 修

（
新
潟
西
）

品
田
　
孝
行

（
柏
　
崎
）

齋
藤
 　
　
正

(三
条
北
）

高
橋
　
秀
樹

（
新
 　
潟
）

担
当
副
幹
事

松
崎
 　
孝
史

担
当
副
幹
事

馬
場
  
 一
敏

○
高
尾
　
茂
典

(新
潟
中
央
）

大
谷
　
光
夫
　

（
高
　
田
）

佐
藤
　
浩
一

(三
条
東
）

高
尾
　
茂
典

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1

五
十
嵐
 梨
絵

1
大
橋
　
義
弘

（
新
潟
北
）

水
野
　
明
朗

(新
潟
南
）

担
当
副
幹
事

長
谷
川
 晴
生

長
谷
川
日
吉
　（
吉
 　
田
）

佐
々
木
常
行
（
三
条
南
）

担
当
副
幹
事
長
谷
川
晴
生

青
木
 　
義
朗

寺
嶋
　
一
夫

（
新
潟
東
）

担
当
副
幹
事

佐
藤
  
 秀
夫

青
木
　
義
朗

酒
井
　
好
道

（
柏
 　
崎
）

青
木
　
義
朗

青
木
　
義
朗

事
務
局(柏
崎
中
央
）

事
務
局

Ｇ
Ｓ
Ｅ
委
員
会

事
務
局

事
務
局

事
務
局

事
務
局

事
務
局

五
十
嵐
 梨
絵

（
新
潟
中
央
）

ラ
イ
ラ
委
員
会

学
友
会
・
ポ
リ
オ
プ
ラ
ス
委
員
会

（
三
条
南
）

奨
学
生
選
考
担
当

会
員
増
強
委
員
会

事
務
局

ク
ラ
ブ
活
性
化
委
員
会

事
務
局

事
務
局

青
少
年
交
換
委
員
会

寄
付
増
進
担
当

オ
ン
・
ツ
ー
・バ
ー
ミ
ン
ガ
ム

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
委
員
会

奨
学
金
委
員
会

表
彰
審
議
委
員
会

新
世
代
奉
仕
委
員
会

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
委
員
会

米
山
奨
学
委
員
会

社
会
奉
仕
委
員
会

地
区
拡
大
委
員
会

（
新
潟
南
）

奨
学
生
・学
友
担
当

世
界
社
会
奉
仕
・友
情
交
換
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
委
員
会

年
次
寄
付
・
補
助
金
・
恒
久
基
金
委
員
会

ク
ラ
ブ
奉
仕
・
広
報
委
員
会

職
業
奉
仕
委
員
会

国
際
奉
仕
委
員
会

職
業
奉
仕
・
社
会
奉
仕

（
白
   
根
）

（
三
条
南
）

（
柏
  
 崎
）

（
新
潟
南
）

地
区
副
幹
事

会
員
増
強

(柏
崎
中
央
）

地
区
資
金
委
員

ガ
バ
ナ
ー
2
0
0
8
-
2
0
0
9

馬
　
　
塲
　
　
信
　
　
彦
（
三
条
南
）
　

ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト

植
木
　
康
之
 （
柏
  
 崎
）

地
区
幹
事

ア
シ
ス
タ
ン
ト
ガ
バ
ナ
ー

2
00
8
-2
0
0
9年
度
　
R
I２
５
６
０
地
区
組
織
表

地
　
区
　
主
　
要
　
行
　
事

2
0
0
9
-
2
0
1
0
年
度
地
区
役
員

（
三
条
南
）

(中
条
胎
内
）

（
柏
  
 崎
）

（
新
潟
南
）
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第2560地区　2007-08年度　出席報告

7月1日

現在

5月末日

現在
女性 増減

7月1日

現在

5月末日

現在
女性 増減

第1分区(9クラブ) 83.20 354 352 21 -2 第５分区(７クラブ) 85.90 313 326 27 13

1 新発田 3 95.95 74 78 0 4 36 長岡 3 77.40 43 44 3 1

2 村上 4 78.57 41 36 6 -5 37 柏崎 4 78.13 39 43 0 4

3 水原 4 89.00 26 28 1 2 38 長岡東 4 80.55 75 73 6 -2

4 中条 4 83.34 42 40 2 -2 39 柏崎東 3 92.00 48 50 2 2

5 新発田城南 4 89.88 45 45 3 0 40 栃尾 3 100.00 21 20 2 -1

6 豊栄 3 94.66 28 25 3 -3 41 長岡西 4 82.07 48 51 3 3

7 新発田中央 3 82.50 38 40 1 2 42 柏崎中央 3 91.13 39 45 11 6

8 中条胎内 4 77.42 32 31 3 -1 第６分区(6クラブ） 83.50 155 164 11 9

9 村上岩船 3 57.47 28 29 2 1 43 十日町 4 98.00 27 28 0 1

第2分区(9クラブ) 84.48 391 424 19 33 44 小千谷 5 75.48 34 37 3 3

10 新潟 3 92.09 86 89 0 3 45 雪国魚沼 4 72.00 22 25 3 3

11 新潟東 5 83.37 54 58 0 4 46 十日町北 4 93.00 25 25 2 0

12 新潟南 4 78.72 73 78 0 5 47 津南 3 90.29 30 31 3 1

13 佐渡 4 89.00 15 15 0 0 48 越後魚沼 3 72.20 17 18 0 1

14 新潟西 4 81.70 32 33 0 1 第7分区(9クラブ) 84.33 358 356 17 -2

15 佐渡南 3 82.93 39 44 6 5 49 高田 5 85.33 87 85 0 -2

16 新潟北 3 70.83 32 40 0 8 50 直江津 3 83.10 55 53 6 -2

17 新潟中央 3 86.67 25 26 2 1 51 新井 4 76.52 34 34 2 0

18 新潟万代 3 95.00 35 41 11 6 52 糸魚川 4 71.86 38 38 0 0

第3分区(6クラブ) 76.84 165 174 10 9 53 妙高高原 4 93.18 12 11 0 -1

19 新津 4 74.93 24 26 2 2 54 高田東 2 87.78 45 45 2 0

20 村松 3 74.36 14 13 0 -1 55 糸魚川中央 4 77.78 36 38 0 2

21 五泉 5 69.00 27 26 5 -1 56 頸北 4 96.40 18 18 2 0

22 白根 5 72.00 55 60 1 5 57 越後春日山 4 87.03 33 34 5 1

23 新津中央 3 86.12 34 36 1 2

24 阿賀野川ライン 4 84.62 11 13 1 2

第４分区(11クラブ) 82.51 425 436 24 11

25 三条 4 88.39 62 63 0 1

26 燕 4 84.25 26 29 1 3

27 加茂 4 82.42 34 37 6 3

28 三条南 3 93.51 60 61 0 1

29 分水 3 87.04 38 36 2 -2

30 見附 5 80.00 27 26 0 -1

31 吉田 5 80.80 40 42 6 2

32 三条北 4 78.36 66 67 3 1

33 巻 4 71.00 20 20 0 0

34 田上あじさい 2 73.07 12 13 2 1

35 三条東 4 88.75 40 42 4 2

5月末日  現在会員数

女性会員数

R　　　C
会　員　数　

R　　　C
会　員　数　

純増減会員数

当月平均出席率

57

2,161

2,232

129

71

83.14

クラブ数

7月1日現在会員数

例
会
数

出
席
率

例
会
数

出
席
率
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水原 RC 07.10.10入会 羽田 庄一  羽田商店 店主 
      08. 1. 1入会 丸山 正孝   （株）丸山電業社 専務取締役 
      08. 4. 1入会 宮下 和之  日本生命保険（相） 水原営業部 営業部長 
 
 

 
羽田庄一 

 

 
丸山正孝 

 

 
宮下和之 

 

新 会 員 紹 介 


